
定 例 会 議 令和９年度当初予算要求における基本方針等に 令和８年７月29日 

資 料 ついて 会 計 課

１　県における予算編成の考え方　　　 

 (1)　戦略的な人口減少対策の推進

   　 ①　高付加価値型経済への転換　②　多様な人材が活躍できる環境の実現

 　　 ③　移住・定住対策の強化　④　出会いの場の拡充とライフデザイン支援

 　　 ⑤　４Ｓプロジェクトの推進

      →　元気な未来創造戦略に基づく施策の強化

 (2)　目指すべき３つの高知県像の実現

     産業振興計画、日本一の健康長寿県構想、南海トラフ地震対策行動計画に基づ

 　く施策・取組の推進

　　 →　「デジタル化」「グリーン化」「グローバル化」の視点で強化 

 (3)　災害に強い県土づくり

      →　防災・減災対策を始めとしたインフラ整備を加速

 (4)　持続可能な財政運営

　   →　国の有利な財源の活用や事務事業の見直しにより、今後の財政運営の持続

 　　　可能性を確保

 

２　県警察における予算要求の考え方 

 (1)　優秀な警察官の確保に向けた取組や窓口業務及び駐在所の見直し等に伴い必要

 　　となる施策の推進

  (2)　行政手続の合理化や住民サービスの向上に向けたデジタル化の推進

  (3)　南海トラフ地震対策の着実な推進

  (4)　現下の治安対策への対応強化

  

３　今後のスケジュール（予定） 

   ・　８～９月　予算要求額の集約、部内ヒアリング

 　・　９～10月　予算編成作業

 　・　11月　　　予算見積書の提出

 　・　12月　　　財政課ヒアリング、知事等への予算見積概要説明

 　・　１月　　　予算内示、知事査定

 　・　２月　　　予算議案提出
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定 例 会 議 
 令和８年上半期の交通事故概況について 

 令和８年７月29日 

資 料 交 通 企 画 課

１　県内における交通事故の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　交通事故の特徴 

（1)  高齢者人口10万人当たりの高齢者交通事故死者数4.17人（全国ワースト１位） 

 (2)  自転車事故の負傷者は中学生が増加、過去５年間では高校１・２年生が多い 

 (3)　歩行者事故の負傷者67人中38人が横断中（歩行者死者では４人中３人) 

  

３　課題 

 (1)　自己の身体機能の低下に気付かず運転を継続中に重大事故を惹起 

 (2)　自転車の基本的な交通ルールが県民（特に中・高生）に十分浸透していない 

 (3)　横断歩道付近や交差点における歩行者優先意識の更なる徹底 

 

４　対策 

 (1)　頻回事故歴を有する高齢者対策と「交通安全フェスタ」のサテライト開催 

 (2)　生徒が自ら考える交通安全対策と違反現場における短時間指導 

 (3)　歩行者保護意識の徹底と「あいさつ県民運動」の浸透

平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

923 798 757 598 516 440 452 423 371 429
うち高齢者 407 329 342 267 222 214 228 216 183 222

12 12 12 16 17 14 4 12 10 14
うち高齢者 7 8 9 12 14 11 4 10 6 10
構成率 58.3% 66.7% 75.0% 75.0% 82.4% 78.6% 100.0% 83.3% 60.0% 71.4%

1,037 873 831 646 569 470 493 457 397 469

(192) (189) (191) (128) (100) (105) (102) (90) (91) (101)
うち高齢者 264 205 203 161 112 126 118 114 108 120
(重傷者) (86) (82) (87) (52) (44) (51) (46) (40) (34) (38)

発 生 件 数

死 者 数

負傷者数

(重傷者)
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